
五峰阪口仁一郎と震卿吉田東伍の交流

（69）990

一
、
は
じ
め
に

　

阪
口
五
峰
（
安
政
六
年
〈
一
八
五
九
〉
│
大
正
十
二
年
〈
一
九
二
三
〉）
と

い
え
ば
、
今
は
作
家
坂
口
安
吾
の
父
親
と
し
て
の
み
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
人

で
あ
ろ
う
か
。
新
潟
県
会
議
員
を
経
て
衆
議
院
議
員
を
八
期
務
め
、
新
潟
米
穀

株
式
取
引
所
理
事
長
、
新
潟
新
聞
社
長
な
ど
も
歴
任
し
た
名
士
で
あ
る
が
、
漢

詩
人
と
し
て
の
顔
も
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
漢
詩
文
は
没
後
、
大
正
十
四

年
〈
一
九
二
五
〉
十
月
に
『
五
峰
遺
稿
』
三
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
『
北
越
詩
話
』
上
下
巻
（
上
巻
は
大
正
七
年
〈
一
九
一
八
〉
十
一
月
刊
、
下

巻
は
大
正
八
年
〈
一
九
一
九
〉
三
月
刊
）
を
著
わ
し
た
が
、
こ
れ
は
千
人
を
超

え
る
北
越
の
文
人
た
ち
の
伝
記
と
漢
詩
と
を
収
め
、
北
越
の
文
学
史
を
知
る
う

え
で
も
欠
か
せ
な
い
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
新
潟
大
学
の
田
春
娟
氏
が
漢
詩
人
と
し
て
の
五
峰
に
焦
点
を
当
て
、

陸
続
と
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
漢
詩
に
於
け
る
題
材
や
語
句
の
用
法
、

当
時
の
漢
詩
壇
や
他
の
漢
詩
人
た
ち
と
の
交
流
と
い
っ
た
様
々
な
観
点
か
ら
、

漢
詩
人
五
峰
の
肖
像
を
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

田
春
娟
氏
の
一
連
の
論
考
の
中
で
は
、
五
峰
と
漢
詩
人
小
野
湖
山
、
鱸
松
塘
、

巌
谷
一
六
と
の
関
わ
り
な
ど
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
）
1
（

が
、
そ
の
中
の
一
つ

「
漢
詩
人
と
し
て
の
吉
田
東
伍
│
漢
詩
人
阪
口
五
峰
と
の
関
わ
り
│
）
2
（

」
と
い
う

論
文
で
吉
田
東
伍
（
元
治
元
年
〈
一
八
六
四
〉
│
大
正
七
年
〈
一
九
一
八
〉）

と
い
う
人
物
と
の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
「
漢
詩
人
と
し

て
の
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
一
般
に
東
伍

は
漢
詩
人
と
し
て
で
は
な
く
歴
史
地
理
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
で
あ
る
。
早

稲
田
大
学
教
授
と
な
り
、
の
ち
同
校
理
事
も
務
め
た
。
特
に
そ
の
著
『
大
日
本

地
名
辞
書
』
は
、
十
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
独
力
で
完
成
さ
せ
た
古
今
未
曾
有

の
大
地
誌
と
し
て
名
高
く
、
今
日
で
も
版
を
重
ね
て
い
る
。
歴
史
地
理
学
以
外

に
も
能
楽
の
造
詣
が
深
く
、『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』（『
申
楽
談
儀
』）
を

校
訂
、
こ
れ
が
世
阿
弥
伝
書
の
発
見
に
つ
な
が
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。
東
伍
は
斯
く
の
ご
と
く
多
方
面
に
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た
が
、『
松

五
峰
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仁
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と
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雲
詩
草
』
と
い
う
漢
詩
集
も
あ
り
、
詩
文
に
も
心
を
寄
せ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

田
春
娟
氏
の
論
文
は
『
松
雲
詩
草
』
を
は
じ
め
、
そ
の
他
種
々
の
資
料
に
拠

り
な
が
ら
五
峰
と
東
伍
の
交
流
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、

五
峰
が
東
伍
へ
送
っ
た
七
言
絶
句
二
首
が
書
さ
れ
た
年
賀
状
は
、
五
峰
の
「「
士

大
夫
」
的
漢
詩
人
）
3
（

」
と
し
て
の
姿
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
読
む
者
の
注
意
を

惹
く
。

　

五
峰
が
東
伍
へ
寄
せ
た
漢
詩
と
し
て
は
他
に
も
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の

完
成
を
祝
っ
て
贈
っ
た
「
贈
吉
田
震
卿
」
と
題
す
る
長
編
の
古
詩
が
あ
る
（「
震

卿
」
は
東
伍
の
別
号
）。
五
峰
と
東
伍
と
の
親
交
の
様
子
や
、
五
峰
の
東
伍
に

対
す
る
理
解
の
在
り
様
が
窺
え
て
非
常
に
興
味
を
惹
く
も
の
で
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
前
述
の
田
春
娟
氏
論
文
で
は
こ
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
は
『
北
越
詩
話
』
下
巻
）
4
（

、『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
）
5
（

』、『
五

峰
遺
稿
』
巻
下
）
6
（

の
三
書
へ
の
載
録
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
間
に

は
異
同
が
あ
り
、
そ
の
推
敲
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
吉
田
東

伍
博
士
追
懐
録
』
所
収
の
該
詩
に
は
森
槐
南
に
よ
る
評
語
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

別
紙
に
朱
で
書
か
れ
た
槐
南
自
筆
の
評
語
が
軸
装
さ
れ
て
現
存
す
る
。
こ
れ
は
、

五
峰
の
手
許
に
あ
っ
た
の
を
人
の
需
め
に
応
え
て
譲
っ
た
も
の
ら
し
く
、
槐
南

の
評
語
と
共
に
軸
装
さ
れ
た
五
峰
自
筆
の
識
語
に
よ
っ
て
そ
の
経
緯
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
詩
の
推
敲
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
漢

詩
を
介
し
た
人
々
の
交
流
を
窺
え
た
り
す
る
点
で
も
「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
は
興

味
が
深
い
。

　

本
稿
で
は
田
春
娟
氏
の
驥
尾
に
付
し
て
、「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
を
中
心
に
五

峰
と
東
伍
の
関
わ
り
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
試
み
る
と
と
も
に
、
当
時
の
漢

詩
人
や
文
人
た
ち
の
風
雅
の
交
わ
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
様
相
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

二
、
阪
口
五
峰
に
つ
い
て

　

坂
口
安
吾
の
友
人
で
あ
っ
た
作
家
石
川
淳
に
は
五
峰
に
つ
い
て
の
伝
記
が
あ

り
、
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
る
。

　

五
峰
、
坂
口
氏
。
た
だ
し
、
み
づ
か
ら
好
ん
で
坂
を
阪
に
作
る
。
諱
恭
。

字
溫
人
、
一
に
字
思
道
。
通
稱
仁
一
郎
。
五
峰
は
そ
の
號
で
あ
る
。
晩
に

蘇
庵
、
ま
た
更
生
道
人
と
號
し
た
。
安
政
六
年
己
未
（
一
八
五
九
）
正
月

三
日
、
越
後
國
中
蒲
原
郡
阿
賀
浦
村
字
大
安
寺
に
う
ま
れ
、
大
正
十
二
年

癸
亥
（
一
九
二
三
）
十
一
月
二
日
、
東
京
戸
塚
の
僑
居
に
沒
す
。
行
年
六

十
五
）
7
（

。

　

五
峰
の
長
子
、
阪
口
献
吉
の
撰
し
た
「
先
考
五
峰
先
生
阪
口
府
君
行
述
」

（『
五
峰
遺
稿
』
巻
下
）
に
就
い
て
そ
の
履
歴
を
今
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

　

其
居
七
松
莊
、
隔
阿
賀
川
遙
對
五
頭
山
。
因
號
五
峰
又
七
松
山
人
。
幼

而
頴
悟
。
年
甫
十
三
、
入
大
野
恥
堂
門
。
恥
堂
觀
其
詩
激
賞
。
先
考
感
奮
。

從
是
好
作
詩
、
吟
哦
不
絶
口
。
年
十
八
擧
爲
里
之
學
務
員
。
處
事
老
成
、

嶄
然
見
頭
角
。
衆
謂
阪
口
氏
有
子
矣
。
明
治
十
二
年
爲
新
潟
米
商
會
所
肝

煎
。
會
所
則
今
之
新
潟
米
穀
取
引
所
也
。
因
寓
新
潟
市
。
十
七
年
擧
爲
縣



五峰阪口仁一郎と震卿吉田東伍の交流

（71）988

會
議
員
。
時
尾
崎
行
雄
、
箕
浦
勝
人
、
市
島
謙
吉
等
交
來
、
主
新
潟
新
聞
。

先
考
日
夕
過
從
論
議
時
事
。
慨
然
有
濟
世
志
。
及
大
隈
侯
立
改
進
黨
、
參

之
。
持
論
穏
健
、
同
志
雲
集
樹
義
。
聲
於
北
越
之
野
、
竟
爲
縣
會
議
長
。

又
攝
理
新
潟
新
聞
社
、
爲
其
社
長
。
二
十
四
年
爲
衆
議
院
議
員
。
蓋
先
考

當
事
夷
險
一
節
具
有
終
始
。
故
爲
縣
會
議
員
則
及
十
九
年
之
久
。
爲
衆
議

院
議
員
則
八
回
。
更
選
其
間
爲
代
議
士
會
長
、
爲
憲
政
會
総
務
。
而
取
引

所
則
自
理
事
晋
理
事
長
。
以
畢
其
世
矣
。

（
其
の
居
七
松
荘
、
阿
賀
川
を
隔
て
て
遥
か
に
五
頭
山
に
対
す
。
因
り
て

五
峰
又
た
七
松
山
人
と
号
す
。
幼
く
し
て
頴
悟
。
年
甫
め
て
十
三
、
大
野

恥
堂
の
門
に
入
る
。
恥
堂
其
の
詩
を
観
て
激
賞
し
、
先
考
感
奮
せ
り
。
是

れ
よ
り
作
詩
を
好
み
、
吟
哦
口
に
絶
え
ず
。
年
十
八
挙
げ
て
里
の
学
務
員

と
為
る
。
事
を
処
す
る
に
老
成
、
嶄
然
と
し
て
頭
角
を
見あ
ら
はは

す
。
衆 

阪

口
氏
に
子
有
り
と
謂
ふ
矣
。
明
治
十
二
年
新
潟
米
商
会
所
肝
煎
と
為
る
。

会
所
は
則
ち
今
の
新
潟
米
穀
取
引
所
也
。
因
り
て
新
潟
市
に
寓
す
。
十
七

年
挙
げ
て
県
会
議
員
と
為
る
。
時
に
尾
崎
行
雄
、
箕
浦
勝
人
、
市
島
謙
吉

等
交
ご
も
来
た
り
、
新
潟
新
聞
を
主
る
。
先
考
日
夕
過
従
し
て
時
事
を
論

議
す
。
慨
然
と
し
て
済
世
の
志
有
り
。
大
隈
侯
の
改
進
党
を
立
つ
る
に
及

び
、
之
れ
に
参
す
。
持
論
穏
健
、
同
志
雲
集
し
て
義
を
樹
つ
。
北
越
の
野

に
声
あ
り
、
竟
に
県
会
議
長
と
為
る
。
又
た
新
潟
新
聞
社
を
摂
理
し
、
其

の
社
長
と
為
る
。
二
十
四
年
衆
議
院
議
員
と
為
る
。
蓋
し
先
考
事
に
当
た

る
に
夷
険
一
節
、
具
に
終
始
有
り
。
故
に
県
会
議
員
為
る
こ
と
則
ち
十
九

年
の
久
し
き
に
及
ぶ
。
衆
議
院
議
員
と
為
る
こ
と
則
ち
八
回
。
更
選
し
て

其
の
間
代
議
士
会
長
と
為
り
、
憲
政
会
総
務
と
為
る
。
而
し
て
取
引
所
は

則
ち
理
事
よ
り
理
事
長
に
晋
む
。
以
て
其
の
世
を
畢
ふ
矣
。）

　

五
峰
は
少
年
の
頃
か
ら
漢
詩
を
好
み
、
詩
作
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。「
市
島
謙
吉
」
と
名
前
が
見
え
る
の
は
五
峰
終
生
の
莫
逆
の
友
、
市
島
春

城
で
あ
る
が
、
春
城
は
五
峰
の
漢
詩
に
つ
い
て
「
好
作
詩
、
淸
新
雄
麗
、
盡
棄

浮
靡
。
而
敦
厚
之
意
至
矣
（
作
詩
を
好
く
し
、
清
新
雄
麗
に
し
て
、
尽
く
浮
靡

を
棄
つ
。
而
し
て
敦
厚
の
意
至
れ
り
矣
）」（『
五
峰
遺
稿
』
巻
下
跋
文
）
と
評

す
る
。

　

ま
た
春
城
は
、
五
峰
と
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

私
が
十
數
年
前
新
潟
へ
歸
省
し
て
君
の
家
を
訪
ふ
た
時
、
座
敷
に
從
前

み
た
こ
と
の
な
い
二
枚
折
の
屛
風
が
あ
つ
た
。
よ
く
見
る
と
、
栢
木
如
亭

が
例
の
得
意
の
吉
原
詞
二
十
首
を
題
し
た
も
の
で
、
周
邊
は
繪
表
装
で
、

極
彩
色
の
百
花
が
如
何
に
も
見
事
に
描
か
れ
て
ゐ
る
。
繪
に
は
落
款
は
な

い
け
れ
ど
も
、
浦
上
春
琴
の
筆
で
あ
ら
う
と
判
じ
て
、
内
々
食
指
が
動
い

た
が
、
詩
人
の
家
に
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
、
無
心
が
ま
し
い
事
も
言

は
ず
、
唯
々
し
き
り
に
賞
翫
し
て
別
れ
た
。
丁
度
其
日
數
名
の
郷
友
に
招

か
れ
た
席
で
、
醉
中
此
屛
風
を
激
賞
し
た
揚
句
自
分
の
心
の
秘
密
が
聊
か

洩
れ
た
、
そ
れ
が
端
な
く
五
峰
君
に
傳
へ
ら
れ
た
と
見
え
て
、
翌
朝
君
は

私
の
旅
館
へ
訪
ね
て
來
て
、
昨
日
御
覧
に
な
つ
た
如
亭
の
屛
風
に
お
思
召

が
あ
る
な
ら
進
上
す
る
と
言
は
る
ゝ
の
で
、
私
も
昨
日
口
走
つ
た
こ
と
を

内
々
後
悔
し
て
辭
退
を
す
る
と
五
峰
君
の
言
は
る
ゝ
こ
と
が
案
外
で
あ
つ

た
。
實
は
あ
の
屛
風
は
與
板
の
三
輪
家
の
賣
立
に
出
た
も
の
を
購
つ
た
の
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で
あ
る
け
れ
ど
も
、
狭
斜
の
詩
を
書
い
た
屛
風
だ
か
ら
置
き
所
に
窮
し
て
、

持
て
餘
し
て
ゐ
る
幸
に
君
の
お
恩
（
マ
マ
）召

に
叶
へ
ば
、
も
つ
け
の
幸
だ
。
ど
う

か
貰
つ
て
く
れ
給
へ
、
破
損
の
處
は
修
補
し
て
東
京
へ
遞
送
す
る
と
言
は

れ
、
終
に
辭
し
兼
ね
て
貰
ひ
受
け
た
が
、
如
亭
も
春
琴
も
共
に
北
越
に
漫

遊
の
日
、
三
輪
家
に
宿
泊
中
主
人
の
嘱
に
應
じ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
れ
た
、
君
の
片
身
と
し
て
珍
藏
し
て
ゐ
る
。
五
峰
君
は
書
畫
に
鑑

識
も
あ
り
収
藏
に
趣
味
あ
つ
た
が
、
何
事
に
も
恬
淡
で
執
着
の
な
い
人
で

あ
つ
た
、
此
事
も
其
の
一
例
で
あ
る
）
8
（

。

　

こ
の
逸
話
は
、
恬
淡
と
し
て
物
に
拘
ら
な
い
五
峰
の
人
柄
を
活
写
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
如
亭
屏
風
購
入
は
『
北
越
詩
話
』
に
ま
と
め
る
た
め
の
資
料
収
集

と
い
う
真
摯
な
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
韜
晦
す
る
、
五
峰
の
魅
力
的
な
ポ
ー
ズ

で
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
柏
木
如
亭
や
浦
上
春
琴
は
江
戸
後
期
の
文
人
で

あ
る
。
柏
木
如
亭
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
後
期
の
江
湖
詩
社
の
漢
詩
人
に
つ
い

て
主
に
関
心
を
有
す
る
筆
者
が
、
本
稿
で
五
峰
の
漢
詩
を
考
察
の
対
象
と
し
た

の
は
、
斯
く
五
峰
が
江
戸
の
詩
人
た
ち
に
も
一
方
な
ら
ぬ
関
心
や
愛
着
を
抱
い

て
い
た
）
9
（

こ
と
を
知
っ
た
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

三
、
坂
口
仁
一
郎
と
吉
田
東
伍
の
関
わ
り

　

五
峰
は
、
東
伍
と
の
出
会
い
や
親
交
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。

　

私
が
始
め
て
吉
田
君
を
識
つ
た
の
は
年
月
の
記
憶
は
な
い
が
、
場
所
は

市
島
春
城
君
の
宅
で
あ
つ
た
、
併
し
當
時
は
唯
識
つ
た
と
い
ふ
だ
け
で
懇

意
と
い
ふ
程
の
も
の
で
は
無
か
つ
た
。
其
後
日
清
戰
役
中
私
が
縣
會
議
長

で
天
機
奉
伺
に
廣
島
へ
出
か
け
一
周
日
餘
の
滯
在
中
吉
田
君
は
從
軍
の
目

的
で
廣
島
に
居
ら
れ
數
々
往
來
し
始
め
て
懇
意
に
な
つ
た
、
時
は
明
治
廿

七
年
十
二
月
の
末
で
第
二
師
團
の
貔
貅
が
廣
島
に
屯
營
し
て
只
管
出
征
を

待
つ
て
ゐ
た
時
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
落
日
寡
交
と
も
い
ふ
べ
き
も
の

で
在
京
の
郷
友
中
で
眞
の
莫
逆
と
稱
す
可
き
も
の
は
市
島
君
と
君
（
吉
田

東
伍
、
筆
者
注
）
だ
け
で
あ
る
、
故
に
君
も
歸
省
每
に
必
ず
尋
ね
て
く
れ

ら
れ
た
）
10
（

　
「
君
も
歸
省
每
に
必
ず
尋
ね
て
く
れ
ら
れ
た
」
と
い
う
五
峰
の
言
は
誇
張
で

は
な
く
、
実
際
に
帰
省
の
度
に
二
人
は
互
い
を
訪
ね
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
次

の
よ
う
な
書
簡
（
吉
田
文
庫
蔵
）
も
あ
る
。

　

貴
翰
拜
讀
仕
候
。
御
來
市
之
趣
故
、
是
非
得
拜
晤
度
奉
存
候
へ
と
も
、

小
生
去
月
來
病
氣
ニ
て
未
だ
全
治
ニ
至
ら
ず
、
唯
縣
会
本
議
員
候
補
選
定

差
逼
り
居
候
爲
め
不
得
已
強
て
他
出
、
先
刻
帰
宅
之
上
、
留
守
中
御
電
話

あ
り
し
由
承
り
、
直
に
御
宿
へ
電
話
に
て
御
伺
申
上
候
處
、
御
不
在
の
よ

し
に
て
遺
憾
に
御
座
候
次
第
故
、
貴
報
に
随
い
直
に
伺
候
可
致
筈
に
候
へ

と
も
、
朝
來
の
他
出
に
て
非
常
に
疲
労
せ
し
上
、
約
束
の
人
を
待
ち
居
候

次
第
に
て
遺
憾
に
も
あ
り
、
且
は
失
礼
に
も
有
之
候
へ
と
も
拜
趨
致
兼
候

間
、
不
悪
御
諒
恕
奉
祈
上
候
。
書
外
萬
在
拜
首
。
草
々
頓
首
。

　

八
月
十
九
日　

仁
一
郎

吉
田
博
士　

侍
史

　

新
潟
に
帰
省
し
た
東
伍
が
五
峰
宅
を
訪
ね
よ
う
と
電
話
を
し
た
が
、
生
憎
五
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峰
は
外
出
中
で
不
在
で
あ
っ
た
。
帰
宅
し
て
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
五
峰
は
東
伍

の
宿
に
電
話
を
か
け
る
が
、
今
度
は
折
悪
し
く
東
伍
が
不
在
、
本
来
で
あ
れ
ば

五
峰
が
直
接
東
伍
の
も
と
へ
赴
く
べ
き
と
こ
ろ
、
朝
か
ら
の
外
出
に
よ
る
疲
れ

や
他
の
約
束
も
あ
る
た
め
、
伺
候
能
わ
ざ
る
こ
と
を
詫
び
る
東
伍
宛
て
の
五
峰

書
簡
で
あ
る
。

　

ま
た
、
漢
詩
に
お
い
て
は
東
伍
が
自
身
の
草
稿
に
五
峰
の
添
削
を
乞
う
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
東
伍
の
「
松
雲
詩
草
」
草
稿
（
吉
田
文
庫
蔵
）
表
紙
に

は
「
五
峰
詞
宗　

文
壇
下
／
請　

厳
正
／
庚
戌
十
月
初
五　

弟
吉
田
東
伍
拜
」

と
あ
り
、
草
稿
に
は
五
峰
の
朱
筆
に
よ
る
添
削
が
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

池
澤
一
郎
氏
「
漢
詩
人
吉
田
東
伍
│
『
國
朝
詩
綜
』
と
『
松
雲
詩
草
』
│
）
11
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」
に

詳
し
く
、「
博
士
（
吉
田
東
伍
、
筆
者
注
）
が
「
先
生
」
五
峰
の
意
見
に
盲
従

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
火
花
を
散
ら
す
よ
う

な
応
酬
は
壮
観
を
呈
し
て
い
る
。
と
る
べ
き
は
と
り
、
さ
ら
に
反
論
す
べ
き
は

反
論
し
て
、
五
峰
の
意
見
を
自
ら
の
推
敲
に
生
か
し
て
い
た
経
緯
が
如
実
に
看

取
さ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　

両
者
の
友
情
は
斯
く
の
如
く
濃
や
か
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
五
峰
の
東
伍

に
対
す
る
深
い
理
解
や
親
愛
の
情
を
具
体
的
に
窺
わ
せ
る
詩
、「
贈
吉
田
震
卿
」

を
検
討
す
る
。

四
、
五
峰
「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
と
改
稿
経
緯

　
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
五
峰
「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
は
『
北

越
詩
話
』
下
巻
（
大
正
八
年
〈
一
九
一
九
〉
三
月
）、『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』

（
大
正
八
年
九
月
）、『
五
峰
遺
稿
』（
大
正
十
四
年
〈
一
九
二
五
〉
十
月
）
の
三

書
に
載
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
同
が
あ
る
。
各
書
の
記
述
や
刊
行
年
次
、
関

連
資
料
か
ら
そ
の
成
立
順
や
改
稿
経
緯
を
推
測
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
完
成
時
に
初
稿
「
贈

田
震
卿
」
が
成
立
。

初
稿
に
近
い
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
北
越
詩
話
』
下
巻
（
巻
十
）「
吉

田
東
」
所
載
の
も
の
と
、『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』「
同
人
寄
藻
」
所
載
の

も
の
と
で
あ
る
。
両
者
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
句
意
が
変
わ
る
ほ
ど

の
大
き
な
違
い
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
が
推
敲
の
前
後
と
は
見
分
け
難
い
。
ま

た
、
両
書
の
刊
行
年
次
は
近
く
、
ど
ち
ら
も
大
正
七
年
一
月
に
東
伍
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
承
け
て
五
峰
が
東
伍
と
の
交
友
を
追
想
す
る
記
述
を
伴
う
。

②
森
槐
南
の
添
削
、
評
語
を
踏
ま
え
て
五
峰
が
推
敲
）
12
（

。

③
推
敲
を
経
た
「
贈
吉
田
震
卿
」
が
、
五
峰
没
後
『
五
峰
遺
稿
』
巻
下
に
載
録

さ
れ
る
。

　

次
に
、
成
立
順
に
詩
の
本
文
を
見
て
い
く
。
ま
ず
は
詩
題
と
自
引
、
森
槐
南

評
語
を
具
備
す
る
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』「
同
人
寄
藻
」
所
載
の
「
贈
田

震
卿
」
で
あ
る
。『
北
越
詩
話
』
巻
十
「
吉
田
東
」
に
所
載
の
も
の
は
詩
題
、

自
注
、
森
槐
南
評
語
を
欠
く
（
両
者
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
後
述
）。
原

文
は
白
文
で
、
句
読
点
や
傍
線
、
訓
読
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
同

じ
）。
詩
の
本
文
の
傍
線
は
、
後
掲
『
五
峰
遺
稿
』
巻
下
所
収
「
贈
吉
田
震
卿
」
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と
の
異
同
を
示
す
。

「
贈
田
震
卿
」（「
田
震
卿
に
贈
る
」）

〔
自
注
〕
震
卿
嗜
酒
。
而
長
史
學
。
其
大
日
本
地
名
辭
書
凡
一
千
二
百
萬
言
、

閲
十
三
年
而
成
。
稿
本
今
藏
早
稻
田
大
學
圖
書
館
。
高
一
丈
五
尺
有
奇
。
古
今

大
著
莫
之
過
也
。
田
半
迂
爲
刻
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
印
以
贈
。
予
乃
作
長
歌

副
之
。

（
震
卿
酒
を
嗜
む
。
而
し
て
史
学
に
長
ず
。
其
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
凡
そ

一
千
二
百
万
言
、
十
三
年
を
閲
し
て
成
る
。
稿
本 

今
早
稲
田
大
学
図
書
館
に

蔵
す
）
13
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。
高
さ
一
丈
五
尺
有
奇
。
古
今
の
大
著
之
れ
に
過
ぐ
る
莫
き
也
。
田
半

迂 

為
に
「
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
」
の
印
を
刻
し
以
て
贈
る
。
予
乃
ち
長
歌

を
作
り
之
れ
に
副
ふ
。）

１　

一
千
二
百
萬
言
酒
中
成 

 

一
千
二
百
万
言 

酒
中
に
成
る

２　

藝
林
爭
説
田
震
卿 

 
 
 

藝
林 

争
っ
て
説
く 

田
震
卿

３　

想
見
四
千
六
百
八
十
日 
 

想
見
す 

四
千
六
百
八
十
日

４　

日
々
引
盃
不
停
筆
』  
 
 

日
々
盃
を
引
き
て
筆
を
停
め
ず

５　

仙
才
不
慕
靑
蓮
儔 
 
 
 

仙
才 

慕
は
ず 

青
蓮
の
儔

６　

周
覽
縦
作
太
史
遊 

 
 
 

周
覧 

縦
ほ
し
い
ま
まに
作
す 

太
史
の
遊

７　

金
匱
石
室
破
萬
巻 

 
 
 

金
匱
石
室
に
万
巻
を
破
り

８　

鉛
槧
就
人
更
諮
諏
』  

 
 

鉛
槧 

人
に
就
き
て
更
に
諮
諏
す

９　

脚
跟
歷
々
八
洲
地 

 
 
 

脚
跟 

歴
々
た
り 

八
洲
の
地

10　

胸
中
昭
昭
千
古
事 

 
 
 

胸
中 

昭
昭
た
り 

千
古
の
事

11　

山
川
能
説
眞
大
夫 

 
 
 

山
川 

能
く
説
く
は
真
の
大
夫

12　

徴
諸
目
驗
考
同
異
』  

 
 

諸
を
目
験
に
徴
し
て 

同
異
を
考
ふ

13　

鴻
荒
世
界
山
海
經 

 
 
 

鴻
荒
た
る
世
界 

山
海
経

14　

太
平
風
土
寰
宇
記 

 
 
 

太
平
た
る
風
土 

寰
宇
記

15　

嚢
天
括
地
無
不
有 

 
 
 

天
を
嚢
に
し
地
を
括
り
て
有
ら
ざ
る
無
し

16　

典
該
豈
翅
鄭
虔
比
』  

 
 
 

典
該
な
る
こ
と 

豈
に
翅
に
鄭
虔
の
比
ひ
な

る
の
み
な
ら
ん
や

17　

流
傳
遍
湖
海 

 
 
 
 
 

流
伝
し
て 

湖
海
に
遍
く

18　

歘く
つ

爾じ

聲
名
揚 

 
 
 
 
 

歘
爾
と
し
て
声
名
揚
が
る

19　

俄
聞
洛
陽
市 

 
 
 
 
 

俄
か
に
聞
く 

洛
陽
の
市

20　

紙
價
百
倍
昂
』  

 
 
 
 

紙
価 

百
倍
に
昂
が
る
と

21　

我
本
同
鄕
同
門
舊 

 
 
 

我 

本
よ
り
同
郷
同
門
の
旧な
じ

み
あ
り

22　

聞
之
驚
喜
走
欲
仆 

 
 
 

之
れ
を
聞
き
驚
喜
し
て
走
り
仆
れ
ん
と
欲
す

23　

傾
嚢
沽
取
數
大
樽 

 
 
 

嚢
を
傾
け
沽か

ひ
取
る 

数
大
樽

24　

去
就
君
家
爲
君
壽
』  

 
 

去
き
て
君
が
家
に
就
き 

君
の
為
に
寿
ぐ

25　

盃
中
千
斛
萬
斛
春 

 
 
 

盃
中 

千
斛
万
斛
の
春

26　

十
二
萬
年
無
匹
倫 

 
 
 

十
二
万
年 

匹
倫
無
か
ら
ん

27　

著
書
之
高
一
丈
五
六
尺 

 

著
書
の
高
さ 

一
丈
五
六
尺

28　

爲
君
米
汁
供
養
佛
現
身
』  

 

君
が
為 

米
汁
を
供
養
す
れ
ば
仏
身
を
現
さ

ん

　

森
槐
南
曰
左
傳
絳
縣
人
紀
年
有
四
百
四
十
五
甲
子
二
萬
六
千
六
百
有
六
旬
等

文
、
李
青
蓮
三
萬
六
千
日
、
三
萬
（
マ
マ
）六
千
（
マ
マ
）鈞
、
皆
用
此
算
法
。
五
峰
此
作
、
蓋
有
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所
自
矣
。
田
氏
新
著
、
人
稱
其
精
該
、
余
未
經
寓
目
。
今
讀
此
詩
、
信
名
下
固

無
虚
也
。

（
森
槐
南
曰
く
、
左
傳
の
「
絳
県
の
人 

紀
年
有
四
百
四
十
五
甲
子
二
万
六
千

六
百
有
六
旬
」
等
の
文
、
李
青
蓮
の
「
三
万
六
千
日
」、「
三
萬
六
千
鈞
」、
皆

な
此
の
算
法
を
用
ゐ
る
。
五
峰
の
此
の
作
、
蓋
し
自
る
所
有
り
矣
。
田
氏
の
新

著
、
人
其
の
精
該
を
称
す
る
も
、
余
未
だ
寓
目
を
経
ず
。
今
此
の
詩
を
読
み
、

名
下
固
に
虚
無
き
を
信
ず
る
也
。）

　

二
十
八
句
か
ら
成
る
雑
言
体
の
古
詩
で
あ
る
。『
北
越
詩
話
』
巻
十
で
は
第

九
句
目
「
八
洲
地
」
が
「
九
州
地
」、
第
十
六
句
目
「
豈
翅
」
が
「
奚
翅
」、
第

十
七
句
目
「
遍
湖
海
」
が
「
徧
湖
海
」、
第
十
八
句
目
「
聲
名
」
が
「
名
聲
」、

第
二
十
三
句
目
「
數
大
樽
」
が
「
三
大
樽
」、
第
二
十
四
句
目
の
「
爲
君
壽
」

が
「
作
君
壽
」
と
な
っ
て
お
り
、
計
六
箇
所
の
異
同
が
あ
る
。

　

自
注
に
よ
れ
ば
、
東
伍
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
が
完
成
し
た
際
、
そ
れ
を

祝
し
て
「
田
半
迂
」（
篆
刻
家
の
吉
田
半
迂
）
が
「
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
」

の
印
を
刻
し
て
東
伍
に
贈
っ
た
が
、
そ
の
印
に
添
え
た
詩
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
「
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
」
の
印
は
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』
に
も
そ
の

印
影
が
載
っ
て
お
り
、
ま
た
同
書
で
市
島
春
城
は
「
地
名
辭
書
の
成
つ
た
時
、

記
念
の
爲
に
人
の
贈
つ
た
印
に
「
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
」
と
刻
し
て
あ
る
の

で
、
君
の
平
生
を
知
ら
ぬ
も
の
は
如
何
に
も
酒
を
飲
み
な
が
ら
筆
を
執
つ
た
か

の
如
く
に
考
へ
）
14
（

」
て
い
る
、
と
語
っ
て
い
る
。
東
伍
は
こ
の
印
を
愛
用
し
、
ま

た
そ
の
印
文
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

四
句
ご
と
に
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
四
句
ず
つ
そ
の
内
容
を

見
て
い
く
。

　

第
一
句
目
か
ら
第
四
句
目
ま
で
は
、
東
伍
の
十
三
年
間
に
わ
た
る
『
大
日
本

地
名
辞
書
』
執
筆
の
様
子
を
詠
む
。「
酒
中
に
成
る
」
や
「
日
々
盃
を
引
き
て
」

と
そ
の
執
筆
が
酒
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
戯
れ
な
が
ら
も
「
一
千
二
百
万

言
」
や
「
四
千
六
百
八
十
日
」
と
、
執
筆
し
た
文
字
数
や
費
や
し
た
日
数
を
具

体
的
な
数
字
で
表
す
こ
と
で
、
東
伍
が
為
し
た
著
作
の
偉
大
さ
を
印
象
付
け
て

い
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
「
藝
林 

争
っ
て
説
く 

田
震
卿
」
と
そ
の
評
判
が

高
い
こ
と
も
読
む
人
に
当
然
の
こ
と
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
五
句
目
か
ら
第
八
句
目
ま
で
は
歴
史
上
の
人
物
と
対
比
し
な
が
ら
、『
大

日
本
地
名
辞
書
』
の
執
筆
が
全
国
各
地
を
遊
歴
し
、
万
巻
の
書
を
博
捜
読
破
し
、

執
筆
に
当
た
っ
て
は
そ
の
上
に
ま
た
種
々
の
検
討
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ

る
。「
靑
蓮
」
は
盛
唐
の
詩
人
李
白
。
号
は
青
蓮
居
士
。同
じ
く
盛
唐
、杜
甫
「
飲

中
八
仙
歌
」
の
「
李
白
一
斗
詩
百
篇
、
長
安
市
上
酒
家
眠
（
李
白
一
斗 

詩
百
篇
、

長
安
市
上 

酒
家
に
眠
る
）」
が
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
、
李
白
は
酒
を
好
ん

だ
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
靑
蓮
儔
」
は
、
李
白
の
よ
う
に
酒
に
溺
れ
る
こ

と
だ
が
、
東
伍
は
酒
を
飲
ん
で
も
酩
酊
し
て
正
体
を
な
く
す
よ
う
な
こ
と
は
な

か
っ
た
と
そ
の
執
筆
姿
勢
に
理
解
を
示
す
。「
太
史
」
は
前
漢
の
歴
史
家
司
馬
遷
。

父
の
職
を
継
い
で
太
史
令
と
な
り
、
自
ら
太
史
公
と
称
し
た
。
若
い
こ
ろ
に
諸

地
方
を
旅
し
て
古
い
記
録
を
収
集
し
て
お
り
（『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」）、「
太

史
遊
」
は
そ
れ
を
踏
ま
え
る
。「
金
匱
石
室
」
は
金
で
作
っ
た
箱
と
石
で
作
っ

た
室
。
書
籍
を
厳
重
に
保
管
す
る
場
所
。『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」
に
「
卒
三
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歲
而
遷
為
太
史
令
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
（
卒
し
て
三
歳
に
し
て
、
遷
、
太

史
令
と
為
り
、
史
記
・
石
室
金
匱
の
書
を
紬
く
）」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
で

あ
ろ
う
。

　

第
九
句
目
か
ら
第
十
二
句
目
ま
で
は
、
東
伍
の
足
跡
が
全
国
に
遍
く
、
ま
た

そ
の
胸
中
に
は
古
来
か
ら
の
各
地
の
事
歴
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
称
す
る
。

「
山
川
能
く
説
く
」
は
、
古
く
大
夫
が
備
え
る
べ
き
と
さ
れ
た
九
種
の
才
能
の

う
ち
の
一
つ
）
15
（

。「
目
驗
」
は
自
ら
の
目
で
見
て
検
証
す
る
こ
と
）
16
（

。
単
に
書
物
に

拠
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
記
述
を
東
伍
が
自
身
の
目
で
実
地
に
検
証
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
十
三
句
目
か
ら
第
十
六
句
目
ま
で
は
中
国
の
地
理
書
の
名
を
挙
げ
、
そ
れ

ら
の
浩
瀚
な
書
と
比
し
て
も
東
伍
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
何
ら
の
遜
色
な

く
、
広
く
天
地
の
間
の
事
跡
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
称
す
る
。「
山
海

経
」
は
中
国
古
代
の
地
理
書
。
十
八
巻
。
作
者
・
成
立
年
未
詳
。
戦
国
時
代
の

資
料
も
含
ま
れ
る
が
、
前
漢
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
。
洛
陽
を
中
心
に
地
理
・

山
脈
・
河
川
や
物
産
・
風
俗
の
ほ
か
神
話
・
伝
説
な
ど
を
収
録
。「
寰
宇
記
」

は
『
太
平
寰
宇
記
』
の
略
。
中
国
の
地
理
書
。
二
〇
〇
巻
、
目
録
二
巻
。
宋
の

楽
史
撰
。
六
朝
以
来
の
史
料
を
利
用
し
、
詩
や
案
文
を
引
用
・
添
付
し
、
批
判

考
証
を
加
え
、
後
世
の
地
理
書
の
規
範
と
な
る
。「
鄭
虔
」
は
唐
の
玄
宗
時
期

の
学
者
。
地
理
学
、
ま
た
詩
・
書
・
画
に
長
け
、
多
く
の
著
書
を
も
の
し
た
。

　

第
十
七
句
目
か
ら
第
二
十
句
目
ま
で
は
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
が
世
に
出

る
や
そ
の
名
著
の
誉
れ
高
く
、
世
間
で
広
く
読
ま
れ
、
ま
た
東
伍
の
名
声
も
俄

然
揚
が
っ
た
こ
と
を
詠
じ
る
。「
歘
爾
」
は
突
然
な
さ
ま
。
に
わ
か
に
。「
洛
陽

の
市 

紙
價
百
倍
に
昂
が
る
」
は
、
著
書
の
評
判
が
よ
く
て
売
れ
行
き
の
よ
い

こ
と
。
晋
の
左
思
が
三
都
賦
を
作
っ
た
時
、
こ
れ
を
写
す
人
が
多
く
、
洛
陽
で

は
紙
の
値
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
『
晋
書
』
文
苑
伝
に
あ
る
故
事
に
よ
る
。

　

第
二
十
一
句
目
か
ら
第
二
十
四
句
目
ま
で
は
、
東
伍
の
古
く
か
ら
の
同
郷
の

友
人
と
し
て
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
出
版
と
好
評
と
を
我
が
こ
と
の
よ
う

に
歓
び
寿
ぐ
五
峰
の
自
画
像
で
あ
る
。「
驚
喜
し
て
走
り
仆
れ
ん
と
欲
す
」
の

語
は
、
そ
の
歓
び
を
や
や
大
げ
さ
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、

東
伍
の
長
年
の
労
苦
を
知
る
五
峰
に
し
て
み
れ
ば
、
自
身
の
心
情
や
姿
を
率
直

に
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
か
し
み
の
中
に
も
東
伍
へ
の
深
い
親
愛
の
情
が

滲
む
句
で
あ
る
。
祝
い
の
場
に
酒
は
も
ち
ろ
ん
付
き
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

に
酒
は
東
伍
の
好
物
で
も
あ
る
。
彼
を
祝
う
た
め
な
ら
ば
、
財
布
を
す
っ
か
ら

か
ん
に
し
て
で
も
大
き
な
酒
樽
を
購
う
の
で
あ
る
。
第
一
句
目
か
ら
第
四
句
目

ま
で
の
表
現
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
東
伍
の
好
物
の
酒
を
買
っ
て
そ
の
家
に
駆
け

つ
け
る
五
峰
の
衷
情
が
読
む
者
に
伝
わ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
十
五
句
目
か
ら
第
二
十
八
句
目
ま
で
は
、
酒
杯
を
傾
け
つ
つ
東
伍
の

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
が
古
今
に
比
類
の
な
い
優
れ
た
著
作
で
あ
る
こ
と
を
称

え
る
。
第
二
十
八
句
目
は
や
や
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
高
さ
一
丈
五
六
尺
に

も
な
る
稿
本
に
酒
を
供
え
た
な
ら
ば
、
君
の
た
め
に
仏
は
そ
の
姿
を
現
す
だ
ろ

う
、
と
戯
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
米
汁
」
は
、
酒
の
こ
と
。「
一
丈
六
尺
」

と
い
う
の
は
、
釈
迦
実
際
の
身
長
で
あ
っ
た
と
い
う
説
と
塑
像
の
場
合
の
誇
張

と
い
う
説
が
あ
る
が
、『
更
科
日
記
』
な
ど
に
も
「
丈
六
の
ほ
と
け
」
と
い
う

語
が
あ
り
、
古
く
か
ら
釈
迦
如
来
像
の
高
さ
が
一
丈
六
尺
と
さ
れ
た
こ
と
を
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使
っ
て
、
吉
田
東
伍
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
完
成
の
偉
業
を
讃
え
る
。
吉
田

の
体
軀
は
小
柄
で
あ
っ
た
が
、
原
稿
を
縦
に
積
み
上
げ
た
高
さ
と
同
じ
よ
う
に

釈
迦
如
来
ほ
ど
の
長
身
に
見
え
る
と
い
う
諧
謔
も
含
意
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

槐
南
の
評
語
は
、
第
一
句
目
の
「
一
千
二
百
万
言
」
や
第
四
句
目
の
「
四
千

六
百
八
十
日
」
と
い
っ
た
数
字
の
表
現
に
典
拠
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
左

傳
絳
縣
人
〜
」
と
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
三
十
年
に
「
晉
悼
夫
人
、
食
輿

人
之
城
杞
者
。
絳
縣
人
或
年
長
矣
。
無
子
而
往
與
於
食
。
有
疑
年
、
使
之
年
。
曰
、

臣
小
人
也
、
不
知
紀
年
。
臣
生
之
歲
、
正
月
甲
子
朔
、
四
百
有
四
十
五
甲
子
矣
。

其
季
於
今
三
之
一
也
。（
中
略
）
士
文
伯
曰
、
然
則
二
萬
二
千
六
百
有
六
旬
也

（
晋
の
悼
夫
人
、
輿
人
の
杞
を
城
く
者
に
食
ら
は
し
む
。
絳
県
の
人 

或
る
も
の

年
長
ぜ
り
矣
。
子
無
く
し
て
往
き
、
食
に
与
る
。
与
に
す
る
も
の
有
り
て
年
を

疑
ひ
、
之
れ
を
し
て
年
せ
し
む
。
曰
く
、
臣
は
小
人
也
、
紀
年
を
知
ら
ず
。
臣

生
ま
る
る
の
歲
は
、
正
月
甲
子
朔
に
し
て
、
四
百
有
四
十
五
甲
子
な
り
矣
。
其

の
季
、
今
に
於
い
て
三
の
一
也
。（
中
略
）
士
文
伯
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
二
万

二
千
六
百
有
六
旬
也
）」
と
あ
る
の
を
指
す
。「
李
青
蓮
三
萬
六
千
日
、
三
萬
六

千
鈞
」
は
盛
唐
、
李
白
「
襄
陽
歌
」
に
「
百
年
三
萬
六
千
日
、
一
日
須
傾
三
百

杯
（
百
年
三
万
六
千
日
、
一
日
須
ら
く
三
百
杯
を
傾
く
べ
し
）」、
同
じ
く
李
白

「
梁
甫
吟
」
に
「
廣
張
三
千
六
百
釣
、
風
期
暗
與
文
王
親
（
広
く
張
る 

三
千
六

百
釣
、
風
期 

暗
に
文
王
と
親
し
む
）」
と
あ
る
の
を
指
す
。「
皆
な
此
の
算
法

を
用
ゐ
る
」
と
は
、
数
え
る
際
に
「
十
二
」
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
、
概
数

を
示
す
と
い
う
算
法
が
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
槐
南

自
身
は
未
だ
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
を
目
に
し
て
い
な
い
が
、
世
間
が
『
大
日

本
地
名
辞
書
』
を
精
密
該
博
で
あ
る
と
評
す
る
の
は
虚
飾
で
は
な
い
こ
と
を
五

峰
の
詩
に
よ
っ
て
確
信
し
た
と
評
す
る
。「
此
の
算
法
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、

読
む
人
に
そ
の
内
容
の
具
体
性
や
信
憑
性
を
感
じ
さ
せ
る
巧
み
な
措
辞
で
あ
る

と
い
う
五
峰
へ
の
賛
辞
も
暗
に
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
引
く
の
は
『
五
峰
遺
稿
』
巻
下
に
「
贈
吉
田
震
卿
」
の
題
で
収
録
さ
れ

る
作
で
あ
る
。
自
注
は
あ
る
が
、
槐
南
の
評
語
は
な
い
。『
吉
田
東
伍
博
士
追

懐
録
』「
同
人
寄
藻
」
所
載
の
「
贈
田
震
卿
」
の
自
注
と
は
若
干
の
異
同
が
あ

る
（「
田
半
迂
」
が
「
半
迂
道
人
」、「
印
」
の
下
の
「
以
贈
」
を
削
除
。「
副
之
」

が
「
以
贈
」）。

「
贈
吉
田
震
卿
」（「
吉
田
震
卿
に
贈
る
」）

〔
自
注
〕
震
卿
嗜
酒
。
而
長
史
學
。
其
大
日
本
地
名
辭
書
凡
一
千
二
百
萬
言
、

閲
十
三
年
而
成
。
稿
本
今
藏
早
稻
田
大
學
圖
書
館
。
高
一
丈
五
尺
有
奇
。
古
今

大
著
莫
之
過
也
。
半
迂
道
人
爲
刻
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
印
。
予
乃
作
長
歌
以

贈
。

（
震
卿
酒
を
嗜
む
。
而
し
て
史
学
に
長
ず
。
其
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
凡
そ

一
千
二
百
万
言
、
十
三
年
を
閲
し
て
成
る
。
稿
本 

今
早
稲
田
大
学
図
書
館
に

蔵
す
。
高
さ
一
丈
五
尺
有
奇
。
古
今
の
大
著
之
れ
に
過
ぐ
る
莫
き
也
。
半
迂
道

人
為
に
「
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
」
の
印
を
刻
す
。
予
乃
ち
長
歌
を
作
り
以
て

贈
る
。）

１　

一
千
二
百
萬
言
酒
中
成 

 

一
千
二
百
万
言 

酒
中
に
成
る
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２　

藝
林
爭
説
田
震
卿 

 
 
 

藝
林 

争
っ
て
説
く 

田
震
卿

３　

想
見
四
千
六
百
八
十
日 

 

想
見
す 

四
千
六
百
八
十
日

４　

日
日
引
杯
不
停
筆
』  

 
 

日
日
杯
を
引
き
て
筆
を
停
め
ず

５　

沈
湎
不
仿
劉
伶
儔 

 
 
 

沈
湎
す
れ
ど
も 

仿
は
ず 

劉
伶
の
儔

６　

周
覽
去
追
史
遷
游 

 
 
 

周
覧 

去
き
て
追
ふ 

史
遷
の
游

７　

金
匱
石
室
探
秘
籍 

 
 
 

金
匱
石
室
に
秘
籍
を
探
り

８　

恥
把
鉛
槧
混
時
流
』  

 
 

鉛
槧
を
把
り
て
時
流
に
混
じ
る
を
恥
づ

９　

案
上
歷
歷
八
洲
地 

 
 
 

案
上
に
歴
歴
た
り 

八
洲
の
地

10　

胸
中
昭
昭
千
古
事 

 
 
 

胸
中
に
昭
昭
た
り 

千
古
の
事

11　

山
川
能
説
眞
大
夫 

 
 
 

山
川 
能
く
説
く
は
真
の
大
夫

12　

徴
諸
目
驗
考
同
異
』  

 
 

諸
を
目
験
に
徴
し
て 

同
異
を
考
ふ

13　

鴻
荒
世
界
山
海
經 

 
 
 

鴻
荒
た
る
世
界 
山
海
経

14　

太
平
風
土
寰
宇
記 

 
 
 

太
平
た
る
風
土 

寰
宇
記

15　

嚢
天
括
地
無
不
有 

 
 
 

天
を
嚢
に
し
地
を
括
り
て
有
ら
ざ
る
無
し

16　

典
該
豈
啻
鄭
虔
比
』  

 
 
 

典
該
な
る
こ
と 

豈
に
啻
に
鄭
虔
の
比
ひ
な

る
の
み
な
ら
ん
や

17　

新
著
播
湖
海 
 
 
 
 
 

新
著 

湖
海
に
播
き

18　

歘
爾
聲
名
揚 
 
 
 
 
 

歘
爾
と
し
て
声
名
揚
が
る

19　

爭
求
洛
陽
市 

 
 
 
 
 

争
て
求
む 

洛
陽
の
市

20　

紙
價
百
倍
昂
』  

 
 
 
 

紙
価 

百
倍
に
昂
が
る

21　

我
與
震
卿
素
有
舊 

 
 
 

我 

震
卿
と
素
と
よ
り
旧な
じ

み
有
り

22　

聞
之
驚
喜
欲
顚
仆 

 
 
 

之
れ
を
聞
き
驚
喜
し
て
顚
仆
せ
ん
と
欲
す

23　

傾
嚢
沽
取
數
大
樽 

 
 
 

嚢
を
傾
け
沽
ひ
取
る 

数
大
樽

24　

去
就
君
家
爲
君
壽
』  

 
 

去
き
て
君
が
家
に
就
き 

君
の
為
に
寿
ぐ

25　

杯
中
日
照
酒
生
鱗 

 
 
 

杯
中 

日
照う
つ

り
て 

酒
に
鱗
生
ず

26　

十
二
萬
年
長
成
春 

 
 
 

十
二
万
年 

長
へ
に
春
を
成
す

27　

稿
本
一
丈
有
六
尺 

 
 
 

稿
本
一
丈
有
六
尺

28　

米
汁
佛
子
高
等
身
』  

 
 

米
汁
仏
子 

高
さ
身
に
等
し

　

傍
線
部
が
異
同
の
あ
る
箇
所
だ
が
、
特
に
第
五
句
目
か
ら
第
八
句
目
ま
で
と
、

第
二
十
五
句
か
ら
第
二
十
八
句
目
ま
で
が
大
幅
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
箇
所
を
中
心
に
推
敲
の
理
由
を
検
討
、
考
察
し
た
い
。

　

第
五
句
目
は
「
仙
才 

慕
は
ず 

青
蓮
の
儔
」
か
ら
「
沈
湎
す
れ
ど
も 

仿
は

ず 

劉
伶
の
儔
」
へ
と
句
の
ほ
と
ん
ど
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。「
劉
伶
」
は
西
晋

の
思
想
家
。
字
は
伯
倫
。
竹
林
の
七
賢
の
一
人
。
荘
子
の
思
想
の
実
践
を
し
、

身
体
を
土
木
と
み
な
し
て
意
欲
の
自
由
を
求
め
た
。
酒
を
好
み
、
著
に
「
酒
徳

頌
」
が
あ
る
。
改
稿
前
の
句
で
は
、「
李
白
の
才
を
慕
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う

意
に
な
り
、
東
伍
は
李
白
と
同
じ
く
酒
は
好
ん
で
も
、
李
白
の
よ
う
に
泥
酔
沈

湎
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
が
伝
わ
り
づ
ら
い
。
あ
る
い
は
、
東

伍
は
詩
仙
と
称
さ
れ
た
李
白
の
詩
才
を
も
慕
わ
な
か
っ
た
と
い
う
否
定
的
な
意

味
に
も
読
め
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
李
白
の
代
わ
り
に
「
劉
伶
」
と
し
、
ま
た

「
沈
湎
」
の
語
を
置
く
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
点
を
見
習
わ
な
か
っ
た
の
か
を

明
確
に
し
て
い
る
。
劉
伶
を
詠
出
す
る
こ
と
で
、
第
十
五
句
目
の
「
嚢
天
括
地
」

の
語
が
「
酒
徳
頌
」
に
「
行
無
轍
迹
、
居
無
室
廬
、
幕
天
席
地
、
縱
意
所
如
（
行
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く
に
轍
迹
無
く
、
居
る
に
室
廬
無
く
、
天
を
幕
と
し
地
を
席
と
し
、
意
の
如
く

所
を
縱
ほ
し
い
ま
まに

す
）」
と
あ
る
の
と
響
き
合
う
こ
と
に
も
な
る
。

　

第
六
句
目
は
「
縦
ま
ま
に
作
す 

太
史
の
遊
」
か
ら
「
去
き
て
追
ふ 

史
遷
の

游
」
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
改
稿
後
の
方
が
、
東
伍
が
歴
史
家
と
し

て
司
馬
遷
に
倣
お
う
と
し
た
こ
と
が
明
確
に
表
現
さ
れ
る
と
の
判
断
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
東
伍
の
先
賢
を
慕
う
謙
虚
な
姿
勢
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

　

第
七
句
目
は
「
万
巻
を
破
り
」
か
ら
「
秘
籍
を
探
り
」
へ
と
改
め
ら
れ
て
い

る
。「
金
匱
石
室
」
は
書
籍
を
厳
重
に
保
管
す
る
場
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
収

め
ら
れ
て
い
る
の
は
単
な
る
「
万
巻
」
の
書
で
は
な
く
、
や
は
り
「
秘
籍
」
で

あ
ろ
う
。「
秘
籍
を
探
り
」
と
す
る
こ
と
で
一
句
の
中
で
の
語
の
関
係
が
よ
り

緊
密
で
相
応
し
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
八
句
目
は
「
鉛
槧 

人
に
就
き
て
更
に
諮
諏
す
」
か
ら
「
鉛
槧
を
把
り
て

時
流
に
混
じ
る
を
恥
づ
」
へ
と
大
幅
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
伍
の
学

問
の
姿
勢
を
よ
り
正
確
に
描
写
す
る
た
め
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。「
諮
諏
」

は
た
ず
ね
る
こ
と
だ
が
、
東
伍
に
は
特
筆
す
べ
き
学
問
上
の
師
は
お
ら
ず
、
独

学
独
成
の
人
で
あ
る
）
17
（

。「
鉛
槧 

人
に
就
き
て
更
に
諮
諏
す
」
だ
と
、
執
筆
に
当

た
っ
て
東
伍
が
他
の
人
に
意
見
を
徴
し
た
こ
と
に
な
る
が
、「
鉛
槧
を
把
り
て

時
流
に
混
じ
る
を
恥
づ
」
と
改
め
る
こ
と
で
、
時
流
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
独
立
独

歩
で
一
家
の
学
を
成
し
た
東
伍
の
姿
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　

第
二
十
一
句
目
は
「
我 

本
よ
り
同
郷
同
門
の
旧な
じ

み
あ
り
」
か
ら
「
我 

震
卿

と
素
と
よ
り
旧な
じ

み
有
り
」
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
五
峰
と
東
伍
は
「
同
郷
」

で
は
あ
る
が
「
同
門
」
に
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
の
で
、「
素
と
よ
り
旧な
じ

み
有
り
」

と
す
る
こ
と
で
実
際
の
二
人
の
関
係
を
示
す
語
句
へ
と
変
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
旧
稿
で
は
「
旧
」
の
み
で
意
味
を
補
っ
て
「
旧
み
あ
り
」
と
訓
ず
る
必

要
が
あ
っ
た
の
を
よ
り
明
確
に
「
有
」
を
本
文
に
添
え
た
。

　

第
二
十
五
句
目
は
「
盃
中 

千
斛
万
斛
の
春
」
を
「
杯
中 

日
照
り
て 

酒
に

鱗
生
ず
」
へ
と
改
め
て
い
る
。
こ
れ
は
「
千
」
や
「
万
」
が
、
槐
南
の
指
摘
す

る
「
此
の
算
法
」
に
は
合
致
し
な
い
と
い
う
判
断
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
日
光
が
杯
の
酒
面
に
映
っ
て
煌
め
く
と
い
う
描
写
は
、
北
宋
、
鄭
獬
「
西

湖
に
泛
ぶ
を
憶
ふ
」
の
「
風
摇
酒
面
金
鱗
活
、
月
弄
波
光
玉
篆
飛
（
風
酒
面
を

揺
が
せ
て
金
鱗
活
た
り
、
月
波
光
を
弄
し
て
玉
篆
飛
ぶ
）」
な
ど
に
学
び
、
か

つ
「
金
」
字
を
措
か
な
い
で
次
の
句
の
仏
を
黄
金
仏
に
荘
厳
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

第
二
十
七
句
目
は
「
著
書
の
高
さ 

一
丈
五
六
尺
」
か
ら
「
稿
本
一
丈
有
六

尺
」
に
改
め
て
い
る
。
こ
れ
も
「
此
の
算
法
」
に
適
う
数
字
に
改
め
る
と
も
に
、

一
句
の
字
数
を
他
と
揃
え
る
た
め
の
推
敲
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
十
八
句
目
は
「
君
が
為 

米
汁
を
供
養
す
れ
ば
仏
身
を
現
さ
ん
」
が
「
米

汁
仏
子 

高
さ
身
に
等
し
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
一
句
の
字
数
を
他

と
揃
え
る
た
め
の
変
更
で
あ
ろ
う
か
。「
米
汁
仏
子
」
つ
ま
り
お
酒
の
仏
様
、

と
い
う
語
を
用
い
て
お
り
、
よ
り
諧
謔
の
感
じ
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
「
諧
謔
」
し
な
が
ら
吉
田
の
偉
業
を
「
讃
え
て
い
る
」
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
五
峰
は
東
伍
に
詩
を
贈
っ
た
の
ち
も
推
敲
を
続
け
、
東
伍
を

評
す
る
に
よ
り
相
応
し
い
表
現
を
模
索
し
、
ま
た
槐
南
の
指
摘
す
る
「
算
法
」
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を
詩
中
に
一
貫
さ
せ
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
作
品
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ま
た
特
に
頭
尾
に
酒
に
つ
い
て
の
語
句
が
置
か
れ
る
と
い
う
構
成
が
印
象
的

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
五
峰
に
と
っ
て
、
東
伍
と
の
友
情
と
酒
と
が
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
峰
は
『
北
越
詩
話
』

巻
十
に
「
吉
田
東
」
と
し
て
東
伍
の
伝
を
立
て
、
そ
こ
に
自
身
と
東
伍
の
親
交

を
示
す
も
の
と
し
て
「
贈
田
震
卿
」
詩
を
引
く
が
、
そ
の
後
に
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。一

時
の
戯
作
、
詩
と
云
ふ
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
洛
城
（
東
伍
の
号
、
筆
者

注
）
は
以
て
知
己
の
言
と
爲
せ
り
。
嗚
乎
、
予
の
洛
城
に
於
け
る
、
一
日

の
故
に
非
ず
。
洛
城
鄕
に
還
れ
ば
必
ず
予
を
訪
ひ
、
予
京
に
入
れ
ば
亦
た

必
ず
洛
城
を
訪
ふ
。
丁
巳
仲
冬
、
予
又
た
京
に
入
り
、
春
城
・
洛
城
と
赤

坂
の
旗
亭
に
會
す
。
當
時
洛
城
已
に
病
あ
り
。
酒
を
斷
つ
。
而
か
も
謂
ふ
、

故
舊
相
會
す
。
飮
ま
ざ
る
可
か
ら
ず
と
。
快
酌
、
夜
半
に
至
る
。
意
は
ざ

り
き
、
數
旬
の
後
、
忽
ち
其
訃
を
聞
か
ん
と
は
。
予
が
詩
話
、
筆
を
丁
巳

に
絶
つ
。
而
か
も
親
交
、
洛
城
の
如
き
、
何
ぞ
之
を
遺
す
を
得
む
。
今
や

排
印
成
り
、
年
代
の
序
次
に
因
る
を
得
ず
と
雖
も
、
前
卷
已
に
岡
田
雲
洞

の
爲
め
に
例
を
破
る
。
因
て
豐
城
と
併
せ
て
此
に
編
し
以
て
卷
尾
を
賁
る
。

　
「
一
時
の
戯
作
、
詩
と
云
ふ
に
足
ら
ず
」
は
五
峰
の
謙
遜
の
辞
で
あ
る
と
し

て
も
、
東
伍
が
五
峰
の
「
贈
田
震
卿
」
詩
を
「
知
己
の
言
」
で
あ
る
と
し
た
点

は
注
意
を
引
く
。
東
伍
は
こ
こ
ま
で
の
自
身
の
苦
労
、
ま
た
学
問
や
執
筆
態
度

に
対
す
る
五
峰
の
深
い
理
解
と
親
愛
の
情
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
春
城
を
交
え
た
五
峰
と
東
伍
の
生
前
最
後
の
対
面
に

つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
大
正
六
年
〈
一
九
一
七
〉
十
一
月
（
丁
巳
仲

冬
）、
五
峰
は
東
伍
と
春
城
、
三
人
で
赤
坂
の
料
亭
で
会
合
し
た
。
そ
の
と
き

東
伍
は
す
で
に
病
気
で
あ
り
酒
を
断
っ
て
い
た
が
、
旧
知
の
友
に
会
っ
た
か
ら

に
は
酒
を
飲
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
言
っ
て
共
に
夜
半
ま
で
快
飲
し

た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
数
十
日
後
東
伍
は
逝
去
し
た
の
で
、
赤
坂
で
の
会
合
が

五
峰
に
と
っ
て
東
伍
と
の
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

五
峰
は
大
正
六
年
に
は
『
北
越
詩
話
』
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
て
い
た
が
、
東

伍
が
亡
く
な
っ
た
と
な
れ
ば
親
友
と
し
て
彼
の
伝
を
立
て
な
い
訳
に
は
い
か
な

い
。『
北
越
詩
話
』
は
そ
の
人
の
生
年
順
に
配
列
す
る
と
い
う
方
針
を
取
る
が
、

す
で
に
活
字
が
組
ま
れ
て
い
た
た
め
、
東
伍
の
伝
を
途
中
に
挿
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
配
列
か
ら
は
外
れ
る
が
、
東
伍
と
の
友
情
を
重
ん
じ
、
彼
の

伝
を
以
て
巻
尾
を
飾
る
の
だ
と
い
う
。

　

見
て
き
た
よ
う
に
、「
贈
田
震
卿
」
詩
は
五
峰
の
飽
く
な
き
推
敲
の
跡
を
示

す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
推
敲
が
東
伍
と
の
友
情
と
深
い
理
解
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
も
窺
わ
せ
る
。
ま
た
五
峰
自
身
に
と
っ
て
も
、
東
伍
と
の
親
交
を

象
徴
す
る
思
い
出
深
い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五
、
森
槐
南
の
評
語

　

前
掲
の
よ
う
に
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』「
同
人
寄
藻
」
所
載
の
「
贈
田

震
卿
」
に
は
森
槐
南
の
評
語
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
別
紙
に
書
さ
れ
た
そ
の
槐
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南
評
語
は
、
五
峰
に
よ
る
識
語
と
と
も
に
軸
装
さ
れ
て
現
存
す
る
（【
図
】
参
照
、

個
人
蔵
）。
五
峰
が
自
作
に
対
す
る
槐
南
の
評
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

た
か
が
窺
え
る
の
で
、
次
に
全
文
の
翻
刻
と
訓
読
と
を
示
す
。

《
森
槐
南
評
語
》

左
傳
絳
縣
人
紀
年
有
四
百
四
十
五
甲
子
二
萬
六
千
六
百
有
六
旬
等
文
、
李

青
蓮
三
萬
六
千
日
、
三
千
六
百
鈞
、
皆
用
此
算
法
。
五
峰
此
作
、
蓋
有
所

自
矣
。
地
名
辭
書
、
田
氏
新
著
、
人
稱
其
精
該
、
余
未
經
寓
目
。
今
讀
此

詩
、
信
名
下
固
無
虚
也
。
大
來
拜
讀
。

（
左
伝
の
「
絳
県
の
人 

紀
年
有
四
百
四
十
五
甲
子
二
万
六
千
六
百
有
六

旬
」
等
の
文
、
李
青
蓮
の
「
三
万
六
千
日
」、「
三
千
六
百
鈞
」、
皆
な
此

の
算
法
を
用
ゐ
る
。
五
峰
の
此
の
作
、
蓋
し
自
る
所
有
り
矣
。
地
名
辞
書
、

田
氏
の
新
著
、
人
其
の
精
該
を
称
す
る
も
、
余
未
だ
寓
目
を
経
ず
。
今
此

の
詩
を
読
み
、
名
下
固
に
虚
無
き
を
信
ず
る
也
。
大
来
拝
読
。）

《
阪
口
五
峰
註
》

往
年
余
以
贈
吉
田
震
卿
詩
、
請
正
於
森
槐
南
先
生
。
〻
〻
閲
畢
欲
評
之
。

而
紙
無
餘
地
、
別
書
見
贈
。
即
此
一
片
紙
也
。
震
卿
大
日
本
地
名
辭
書
凡

一
千
二
百
萬
言
、
閲
十
三
年
而
成
。
故
余
詩
有
「
一
千
二
百
萬
言
酒
中
成
、

藝
林
爭
説
田
震
卿
、
想
見
四
千
六
百
八
十
日
、
〻
〻
引
杯
不
停
筆
」
句
。

筭
博
士
語
耳
。
先
生
援
絳
縣
人
評
之
以
明
其
有
所
自
。
余
詩
因
是
爲
重
。

而
先
生
之
才
之
學
識
又
可
見
也
。
山
田
君
求
先
生
蹟
。
余
偶
於
故
筐
中
得

之
、
乃
以
贈
君
倂
記
以
志
佩
服
云
。
大
正
辛
酉
榴
花
月
於
三
十
七
松
山
房

蒼
翠
横
机
席
處
。
五
峰
阪
口
恭
拜
識

（
往
年
余
「
吉
田
震
卿
に
贈
る
」
詩
を
以
て
、
正
を
森
槐
南
先
生
に
請
ふ
。

先
生
閲
し
畢
は
り
て
之
れ
を
評
さ
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
紙
に
餘
地
無
く
、

別
に
書
し
て
贈
ら
る
。
即
ち
此
の
一
片
紙
也
。
震
卿
の
『
大
日
本
地
名
辞

書
』
凡
そ
一
千
二
百
万
言
、
十
三
年
を
閲
し
て
成
る
。
故
に
余
が
詩
に
「
一

千
二
百
萬
言
酒
中
成
、
藝
林
爭
説
田
震
卿
、
想
見
四
千
六
百
八
十
日
、
〻

〻
引
杯
不
停
筆
」
の
句
有
り
。
博
士
の
語
を
筭
す
る
の
み
。
先
生 

絳
県

の
人
を
援
き
て
之
を
評
し
以
て
其
の
自
る
所
有
る
を
明
ら
む
。
余
が
詩
是

れ
に
因
り
て
重
き
を
為
す
。
而
し
て
先
生
の
才
の
学
識
も
又
た
見
る
べ
き

也
。
山
田
君
）
18
（

先
生
の
蹟
を
求
む
。
余
偶
た
ま
故
筐
中
に
之
れ
を
得
、
乃
ち

以
て
君
に
贈
り
倂
記
し
て
以
て
佩
服
に
志し
る

す
）
19
（

と
云
ふ
。
大
正
辛
酉
榴
花
月

於
三
十
七
松
山
房
蒼
翠
横
机
席
処
。
五
峰
阪
口
恭
拝
識
）

【図】　森槐南評語、阪口五峰識語
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朱
筆
で
書
か
れ
た
槐
南
の
評
語
は
、
前
引
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』「
同

人
寄
藻
」
所
載
の
「
贈
田
震
卿
」
に
付
さ
れ
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
異
同
は
な
い

が
、「
地
名
辭
書
」
と
書
い
た
の
を
消
し
て
「
田
氏
新
著
」
に
改
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

五
峰
の
識
語
に
よ
れ
ば
、「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
を
作
っ
た
際
、
槐
南
に
添
削

を
乞
う
た
が
そ
の
紙
に
は
評
語
を
書
き
入
れ
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
、
槐
南

は
別
紙
に
評
語
を
記
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
詩
に
「
一
千
二
百
萬
言
酒

中
成
、
藝
林
爭
説
田
震
卿
、
想
見
四
千
六
百
八
十
日
、
〻
〻
引
杯
不
停
筆
」
と

あ
る
の
は
、
た
だ
東
伍
（
博
士
）
の
言
葉
を
詠
み
込
ん
だ
だ
け
だ
が
、
槐
南
が

そ
の
算
法
に
由
来
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
く
れ
た
の
で
、
自
身
の
詩
が
（
単

な
る
戯
れ
の
作
で
は
な
く
）
き
ち
ん
と
典
故
の
あ
る
重
み
の
あ
る
も
の
に
な
っ

た
、
と
し
て
槐
南
の
才
、
学
識
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
五
峰
が
筆
を
執
っ
て

こ
の
識
語
を
書
い
た
の
は
大
正
十
年
〈
一
九
二
一
〉
三
月
（
大
正
辛
酉
榴
花
月
）

の
こ
と
、「
山
田
君
」
が
槐
南
の
筆
跡
を
需
め
た
の
で
、
偶
然
筐
中
に
蔵
し
て

あ
っ
た
こ
の
評
語
を
見
つ
け
て
贈
っ
た
と
い
う
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

五
峰
が
、
槐
南
評
語
に
よ
っ
て
詩
中
に
用
い
た
数
字
の
算
法
に
典
拠
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
点
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。
や
は
り
こ
の

槐
南
の
指
摘
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
五
峰
は
詩
中
の
数
字
に
一
貫
し
て
「
此
の

算
法
」
を
用
い
る
よ
う
に
改
め
て
意
識
し
、
そ
れ
に
合
わ
な
い
第
二
十
五
句
目

の
「
千
斛
万
斛
」
の
語
を
削
っ
た
り
、
第
二
十
七
句
目
の
「
著
書
の
高
さ 

一

丈
五
六
尺
」
を
「
稿
本
一
丈
有
六
尺
」
と
推
敲
し
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
一

丈
五
六
尺
」
は
、
実
際
の
原
稿
の
高
さ
を
表
現
し
た
語
で
は
あ
る
が
、「
十
二
」

を
基
本
と
す
る
「
此
の
算
法
」
か
ら
は
外
れ
る
）
20
（

。

　

市
島
春
城
は
五
峰
の
詩
作
へ
の
態
度
に
つ
い
て
「
眞
摯
の
君
（
筆
者
注
、
五

峰
）
は
い
つ
も
自
作
に
慊
ら
ず
、
此
句
は
尚
ほ
推
敲
を
要
す
る
な
ど
言
は
れ
、

得
意
の
作
だ
な
ど
ゝ
自
讃
さ
れ
た
こ
と
は
一
回
も
無
か
つ
た
）
21
（

」
と
評
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
推
敲
過
程
を
見
て
く
る
と
、
春
城
の
言
が
誇
張
で
な

か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
峰
は
他
か
ら
の
批
評
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ

り
良
い
表
現
を
追
求
し
て
推
敲
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

六
、
結
　
び

　

こ
こ
ま
で
「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
に
つ
い
て
、
主
に
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』

「
同
人
寄
藻
」
と
『
五
峰
遺
稿
』
巻
下
所
収
の
本
文
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
推

敲
の
過
程
を
検
討
し
、
そ
の
推
敲
は
五
峰
と
東
伍
の
親
交
や
、
槐
南
の
評
語
が

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
漢
詩
を
媒
介
と
し
た
人
々
の
交
流
の
様
子
も
ま
た
具
体
的

に
浮
か
び
上
が
る
。
友
人
に
喜
ば
し
い
出
来
事
が
あ
れ
ば
、
祝
福
の
意
を
込
め

た
詩
を
作
っ
て
贈
る
。
友
人
亡
き
後
、
そ
の
詩
は
友
人
と
の
断
琴
の
交
わ
り
を

思
い
起
こ
す
縁
と
も
な
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
が
成
れ
ば
師
に
斧

正
を
乞
い
、
そ
の
評
を
承
け
て
自
身
の
作
を
推
敲
し
て
表
現
に
磨
き
を
か
け
る
。

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
漢
詩
は
単
に
自
己
表
現

の
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
媒
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
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今
回
は
「
贈
吉
田
震
卿
」
詩
一
首
の
み
を
検
討
考
察
の
対
象
と
し
た
が
、
こ

の
よ
う
に
人
々
の
交
流
の
様
相
を
窺
わ
せ
る
具
体
的
な
事
例
を
他
に
も
多
数
検

討
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
近
世
か
ら
明
治
大
正
に
か
け
て
の
文
人
た
ち
の
肖

像
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注

（
１

）　
「『
新
潟
新
聞
』
九
千
号
か
ら
読
む
阪
口
五
峰
と
小
野
湖
山
」（『
新
潟
県
文
人
研
究
』

第
十
九
号
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
）、「
漢
詩
人
阪
口
五
峰
と
鈴
木
（
鱸
）
松
塘
│
二
人

の
贈
答
詩
を
中
心
に
│
」（『
表
現
文
化
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）、「
漢

詩
人
阪
口
五
峰
と
巖
谷
一
六
│
『
五
峰
遺
稿
』
と
『
一
六
遺
稿
』
の
贈
答
詩
か
ら
│
」

（『
新
潟
県
文
人
研
究
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）
な
ど
。

（
２

）　
『
新
潟
県
文
人
研
究
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
一
八
年
一
一
月

（
３

）　

前
掲
『
新
潟
県
文
人
研
究
』
第
二
十
一
号
、
一
二
一
頁

（
４

）　

坂
口
仁
一
郎
著
『
北
越
詩
話
』
目
黒
甚
七
刊
、
一
九
一
九
年
三
月

（
５

）　

高
橋
源
一
郎
編
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』
高
橋
源
一
郎
刊
、
一
九
一
九
年
九
月

（
６

）　

阪
口
恭
著
、
坂
口
献
吉
編
『
五
峰
遺
稿
』
坂
口
献
吉
刊
、
一
九
二
五
年
十
月

（
７

）　

石
川
淳
「
阪
口
五
峰
」（『
諸
国
畸
人
傳
』
筑
摩
書
房
、
一
九
五
七
年
十
月
）

（
８

）　

市
島
謙
吉
「
追
憶
記
」（
坂
口
献
吉
編
『
五
峰
餘
影
』
新
潟
新
聞
社
、
一
九
二
九
年

十
一
月
）

（
９

）　

例
え
ば
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
坂
口
五
峰
手
録
、
森
槐
南
朱
批
『
新
潟
紀
勝

詩
』（
請
求
記
号
：
ヘ
１

８ 

３

２

６

８

）
に
載
る
五
峰
「
新
潟
嬉
春
詩
」
其
の
二
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。

一
簇
人
煙
擁
港
東　
　

一
簇
の
人
煙 

港
東
を
擁
し

六
街
三
市
遍
東
風　
　

六
街
三
市 

東
風
遍
し

俗
沿
天
寶
重
生
女　
　

俗
は
天
宝
に
沿
り
て
生
女
を
重
ん
ず

地
富
物
華
多
寓
公　
　

地
は
物
華
に
富
み 

寓
公
多
し

紅
杏
酒
香
春
店
外　
　

紅
杏 

酒
は
香
ば
し 

春
店
の
外

青
山
帆
映
夕
陽
中　
　

青
山 

帆
は
映
ず 

夕
陽
の
中

便
言
埋
骨
眞
無
恨　
　

便
ち
言
は
ん 

骨
を
埋
む
る
も
真
に
恨
み
無
し

我
亦
閒
情
似
柏
翁　
　

我
も
亦
た
閒
情 

柏
翁
に
似
た
り

新
潟
市
街
の
春
景
色
を
詠
む
詩
で
あ
り
、
自
注
で
「
栢
如
亭
句
「
六
街
三
市
起
芳
塵
」

又
「
此
間
何
恨
骨
長
埋
」（
栢
如
亭
の
句
に
「
六
街
三
市 

芳
塵
起
つ
」、
又
た
「
此
の

間
何
ぞ
恨
ま
ん 

骨
を
長
え
に
埋
む
る
に
」
と
あ
り
）」
と
如
亭
の
句
を
踏
ま
え
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
に
は
「
槐
曰
秦
淮
佳
麗
亦
不
過
如
此
（
槐
曰
く
、
秦

淮
の
佳
麗
も
亦
た
此
く
の
如
き
に
過
ぎ
ず
）」
と
槐
南
の
評
語
が
付
さ
れ
る
。「
六
街
三

市
起
芳
塵
」
は
「
余
再
游
越
。
与
石
生
叙
旧
于
嵐
川
上
。
一
夜
生
慫
慂
復
游
新
潟
。
余

畏
海
岸
風
雪
険
、
決
意
東
帰
。
途
中
偶
思
及
。
因
作
新
潟
図
、
更
系
以
詩
、
寄
之
」（『
如

亭
山
人
藳
初
集
』）
と
題
す
る
七
絶
の
劈
頭
第
一
句
、「
此
間
何
恨
骨
長
埋
」
は
「
新
潟
」

（
同
じ
く
『
如
亭
山
人
藳
初
集
』）
と
題
す
る
七
律
の
最
終
第
八
句
で
あ
る
。

（
10
）　

坂
口
仁
一
郎
「
吉
田
君
を
憶
ふ
」（
高
橋
源
一
郎
編
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』
高

橋
源
一
郎
、
一
九
一
九
年
九
月
）

（
11
）　
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
十
三
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月

（
12
）　

五
峰
が
川
合
直
次
に
宛
て
た
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉
三
月
十
四
日
付
の
書
簡

に
は
「
七
絶
一
首
作
リ
置
候
ヘ
ド
モ
餘
リ
ニ
拙
劣
ニ
候
ヘ
バ
イ
ヅ
レ
槐
南
ニ
相
談
ノ
上

ナ
ラ
デ
ハ
御
覽
ニ
入
兼
候
」（
川
合
直
次
「
功
勞
に
誇
ら
ぬ
人
」、
坂
口
献
吉
編
『
五
峰

餘
影
』
新
潟
新
聞
社
、
一
九
二
九
年
十
一
月
、
二
一
四
頁
）
と
あ
る
。
五
峰
は
漢
詩
に

於
い
て
は
弱
冠
の
頃
よ
り
森
春
濤
門
下
に
入
っ
た
が
、
春
濤
歿
後
は
そ
の
子
息
森
槐
南

に
詩
の
批
正
を
仰
い
で
い
た
こ
と
、
ま
た
一
た
び
詩
が
成
っ
た
際
に
は
然
る
べ
き
斧
正

を
受
け
て
推
敲
し
た
後
、
他
の
人
々
に
示
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
13
）　

稿
本
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
の
は
大
正
七
年
〈
一
九
一
八
〉
一
月
の

東
伍
没
後
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
〔
自
注
〕
は
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』
に
収
録
す

る
際
に
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

市
島
謙
吉
「
吉
田
博
士
に
就
て
」（
高
橋
源
一
郎
編
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』
高

橋
源
一
郎
、
一
九
一
九
年
九
月
）
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（
15
）　
『
詩
経
』
鄘
風
「
定
之
方
中
」
の
「
卜
云
其
吉
」
句
に
つ
い
て
毛
伝
に
「
建
邦
能
命
龜
、

田
能
施
命
、
作
器
能
銘
、
使
能
造
命
、
昇
高
能
賦
、
師
旅
能
誓
、
山
川
能
説
、
喪
紀
能

誄
、
祭
祀
能
語
、
君
子
能
此
九
者
、
可
謂
有
德
音
、
可
以
為
大
夫
（
邦
を
建
つ
る
に
能

く
亀
を
命
じ
、
田
し
て
能
く
命
を
施
し
、
器
を
作
り
て
能
く
銘
じ
、
使
に
能
く
命
を
造

し
、
高
き
に
昇
り
て
能
く
賦
し
、
師
旅
能
く
誓
ひ
、
山
川
能
く
説
き
、
喪
紀
に
能
く
誄

し
、
祭
祀
に
能
く
語
る
。
君
子
此
の
九
を
能
く
す
る
者
、
徳
音
有
り
と
謂
ふ
べ
く
、
以

て
大
夫
と
為
す
べ
し
）」
と
見
え
る
。

（
16
）　

清
、
銭
大
昕
「
題
程
易
疇
說
劒
圖
卽
用
自
題
元
韻
」
に
「
攻
金
良
工
久
失
傳
、
耳
食

何
如
取
目
驗
（
攻
金
の
良
工 
久
し
く
伝
を
失
す
、
耳
食 

何
ぞ
如
か
ん
目
験
に
取
る

に
）」
と
あ
る
。

（
17
）　

市
島
春
城
が
「
第
一
吉
田
君
は
規
則
的
の
學
問
を
し
た
人
で
は
な
い
、
所
謂
筋
目
立

つ
た
教
育
を
受
け
た
人
で
は
な
い
。
明
治
の
初
年
新
潟
に
英
學
校
の
立
つ
た
自
分
、
我

輩
が
そ
の
學
校
へ
入
學
し
た
頃
に
、
君
は
多
分
十
一
、
二
く
ら
い
で
あ
つ
た
と
思
ふ
が
、

長
兄
に
誘
は
れ
て
同
校
へ
入
學
し
た
の
で
あ
る
。
幾
許
の
間
其
處
に
學
ん
だ
か
は
精
し

く
覺
て
は
居
ら
ん
が
、
殆
ん
ど
今
日
の
中
學
を
卒
つ
た
程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
と
思

ふ
」（
前
掲
「
吉
田
博
士
に
就
て
」、
高
橋
源
一
郎
編
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』
高
橋

源
一
郎
、
一
九
一
九
年
九
月
、
七
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
吉
田
東
伍
の
学
校

教
育
と
し
て
の
学
歴
は
中
学
卒
業
程
度
で
あ
っ
た
。

（
18
）　

山
田
穀
城
（
一
八
七
六
│
一
九
三
三
）
と
推
測
さ
れ
る
。
五
峰
が
社
長
を
務
め
た
『
新

潟
新
聞
』
の
記
者
で
、
秘
書
の
よ
う
な
役
目
で
坂
口
家
に
起
居
し
て
い
た
と
い
う
。
歌

人
と
し
て
「
山
田
花
作
」
と
号
し
、『
山
田
花
作
歌
集
』
な
ど
の
著
が
あ
る
。

（
19
）　
「
佩
服
に
志し

る

す
」
は
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
記
録
と
し
て
誌
す
の
意
。

（
20
）　

五
峰
の
「
題
舟
江
嬉
春
図 

四
首
」
其
の
四
（『
五
峰
遺
稿
』
巻
上
）
に
は
「
煙
波
爲

國
八
千
水
、
佳
麗
開
鄕
三
百
春
。
却
笑
柏
翁
仙
分
薄
、
作
圖
惆
悵
記
迷
津
」
と
い
う
句

が
あ
り
、
こ
こ
で
も
柏
木
如
亭
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
注（
９

）で
も
言
及
し
た
如
亭
の

「
新
潟
」（『
如
亭
山
人
藳
初
集
』）
と
い
う
七
律
の
首
聯
に
「
八
千
八
水
帰
新
潟
、
七
十

四
橋
成
六
街
」
に
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
如
亭
の
「
新
潟
」
詩
が
五
峰
愛
誦
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
、
五
峰
が
作
詩
の
う
え
で
「
数
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
21
）　

市
島
謙
吉
「
追
憶
記
」（
坂
口
献
吉
編
『
五
峰
餘
影
』
新
潟
新
聞
社
、
一
九
二
九
年

十
一
月
、
一
五
四
、
一
五
五
頁
）。
ま
た
、
漢
詩
人
館
森
袖
海
（
字
、
鴻
）
は
「
君
は

詩
を
刻
苦
す
る
こ
と
尋
常
に
過
ぐ
、
嘗
て
、
湘
南
、
槐
南
、
湖
村
等
に
相
談
し
改
稿
數

次
に
し
て
已
ま
ず
朱
墨
塗
抹
殆
ん
ど
讀
む
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
」（
館
森
鴻
「
五
峰
君

の
佚
事
」、
前
掲
『
五
峰
餘
影
』
所
収
）
と
述
べ
て
お
り
、
五
峰
の
謹
厳
な
作
詩
態
度

の
程
が
窺
え
る
。


